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この単元では、数学的活動を通して、連立二元一次方程式の解の意味などを理解し、解を求めること

ができるようにします。さらに、具体的な場面で連立二元一次方程式を活用することができるようにす

ることで、数学的に考える資質・能力を育成することをねらいとしています。 
 

 

 

この単元では、全ての生徒が学習内容を確実に身に付けるために、生徒一人一人がそれぞれのペース

で学習を進めたり、学習方法を選択したりできるようにすることで、自立的に問題解決を進めるように

します。また、生徒が問題解決の過程で分からないところを友達と考えることができるようにすること

で、協働的に問題解決を進めるようにします。さらに、学習内容の理解を深めるために、生徒一人一人

が問題を見いだし解決する活動の機会を提供することで、「個別最適な学び」（学習の個性化）につなげ

ます。そして、生徒一人一人が考えた解き方を、学級全体で比較・検討し、比較・検討したことを基に

振り返りを行います。なお、学習活動に応じてＩＣＴを活用します。 
 

 

 
 

 

 

 

  

 

     
 
 
  

時  ねらい（■）  ※第４～７時のみ主な学習活動（・）を示しています。 

１、２ 

■まだ分かっていない２つの数量を求めたり、連立二元一次方程式の解を見いだしたりす

ることを通して、二元一次方程式とその解、連立二元一次方程式とその解の意味を理解

できるようにする。 

３ 
■一元一次方程式と関連付けて、連立二元一次方程式を解く方法について考察し表現する

ことができるようにする。 

４～７ 

■加減法や代入法を用いて、連立二元一次方程式を解くことができるようにする。 

・問題を把握し、問題を解決するための見通しをもつ。 

・問題解決を通して、連立二元一次方程式の解き方を考える。   
・連立二元一次方程式の解き方を確認し、比較・検討する。 

・第４時から第７時までの学びを振り返る。  

８ 
■一元一次方程式で学習した方法と比較することなどを通して、連立二元一次方程式を活

用して問題を解決する方法を理解できるようにする。 

９～１１ 

■連立二元一次方程式を、個数や代金、速さ、割合に関する問題など具体的な場面で活用

することを通して、連立二元一次方程式を活用して問題を解決する方法を理解できるよ

うにする。 

１２ 
■単元全体の学習内容についてのテストを通して、単元で学習したことがどの程度身に付

いているかを自己評価できるようにする。 

１ 単元のねらい 

３ 単元の計画（全１２時間） 

第２学年 「連立二元一次方程式」 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 学習活動アイディア例 

 
中学校 

数学 

 「協働的な学び」 「個別最適な学び」 

２ 単元における一体的な充実を図るためのアプローチ 

問題解決の場面では、生徒一人一人が自ら調整しながら問題解決を進めることができるように環
境を整えます。また、必要なときに、友達と考えたり友達の考え方を参考にしたりできるようにしま
す。このように、「個別最適な学び」と「協働的な学び」とを往還する学習活動を展開できるように
することで、全ての生徒が学習内容を確実に身に付けることができるようにしましょう。 
 

４ 学習活動アイディア －指導の工夫例－  

「３ 単元の計画」の第４～７時の一部における指導の工夫例について以下に示します。 

〈学習活動(1)〉 ・問題解決を通して、連立二元一次方程式の解き方を考える。 

 

※下線部・・・「個別最適な学び」や「協働的な学び」における 

ＩＣＴの活用に関わる部分 

〈学習活動（１）〉  

 
〈学習活動（2）〉  
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＊チャット機能とは、ネットワーク上で、文字を入力して会話するシステムのこと。 

 

  
 

 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
                   

 

  
 
     
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

個に応じた教材の提供  
○①では、生徒の理解度に応じたヒント（ワークシー

トや学習動画）を、１人１台端末で活用できるよう

に提供することで、生徒が必要なときに選択して、

解き方を考えることができるようにする。 

 

ＩＣＴ 

① 次の連立二元一次方程

式の解き方を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、それぞれの連立二

元一次方程式の解き方の

ポイントを、１人１台端末

の＊チャット機能を活用し

て投稿する。 

 

 

 

 

 
 
 
②  解決した問題の数値等の

条件を変えて、新しい問題

をつくり、その問題を①で

考えた解き方で解くこと

ができるかを確認する。 

 

 

 

 

学習活動(1)の具体 

 

学習活動(2)の具体 

 

次のような振り返りの視点を 

基に、第４時から第７時まで

の学習を振り返る。 

学級全体で、まず、第４時か

ら第７時までに学習したそ

れぞれの連立二元一次方程

式の解き方を確認する。次

に、それらの解き方を比較・

検討して、連立二元一次方程

式の解き方をまとめる。 

 「協働的な学び」 「個別最適な学び」 

〈学習活動(2)〉 ・連立二元一次方程式の解き方を確認し、比較・検討する。 

・第４時から第７時までの学びを振り返る。 

 

 
生徒一人一人が考えた解き方を、学級全体で比較・検討することで、統合的・発展的に考察すること
ができるようにします。さらに、考察したことを基に生徒が振り返りを行うことができるようにします。こ
のように「個別最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし、更にその成果を「個別最適な学
び」に還元することで、学習内容の理解を深めることができるようにしましょう。 
 
 

・加減法を用いて解く連立二元一

次方程式 

・代入法を用いて解く連立二元一

次方程式 

・かっこ、小数、分数を含む連立 

二元一次方程式 

・Ａ＝Ｂ＝Ｃの形の連立二元一次 

方程式 

 

・「分かったこと」 

・「大切な考え方」 

・「もっと知りたいこと」   

 

学び合うことができる機会の提供  
○①と②では、生徒が必要なときに、分からないこと

をペアやグループで考えることができる機会を提

供することで、協働的に問題解決を進めることがで

きるようにする。 

 

学習時間の柔軟な提供・設定  
○学習活動は時間を区切らず、柔軟に学習時間を設定

することで、生徒がそれぞれの学習のペース等に応

じて、問題解決を進めることができるようにする。 

個に応じた学習課題に取り組む機会の提供  
○②では、生徒一人一人が問題を見いだし解決する活動の機会

を提供することで、生徒は興味・関心等に応じた学習課題に

取り組み、学習内容の理解を深めることができるようにする。 

共有する場面の設定  
○①でチャット機能により投稿された解き方のポイントを、ほ

かの生徒が１人１台端末で閲覧できるようにすることで、生

徒が自分の解き方のポイントと比較できるようにする。 

ＩＣＴ 
 

比較する学習活動の設定  
○学習した連立二元一次方程式の解答を示し、チャット機能に

より投稿された解き方のポイントを大型提示装置に提示す

る。生徒がそれらを活用しながら、まず、連立二元一次方程

式の解き方についてそれぞれ確認する。次に、それらの解き

方を、共通点や相違点を基に比較し、検討することで、統合

的・発展的に考察できるようにする。 

ＩＣＴ 
 

振り返りの設定  
○左のような振り返りの視点を生徒に明確に示した上で、生徒

が学習を振り返ることで、学習の成果を実感できるようにし

たり、その後の学習を見通すことができるようにしたりする。 

○生徒が１人１台端末を活用して振り返りの内容を 

蓄積することで、学習内容の理解をより深めたり、 

学習の進め方を学んだりできるようにする。 

ＩＣＴ 

連立二元一次方程式の解き方の

ポイントの例 
 
・分数を含む連立二元一次方程式

は、分母の最小公倍数を両辺に

掛けて、分母を払う。 

 

 

 


